ONKYO 


インテグレーテツドアンプ 

A-5VL 


取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありがとうございます。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただ 
き、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、しヽつでも見られる所に保証 
書、オンキヨーご相談窓口 • 修理窓口のご案内とと 
もに大切に保管してください。 


カタログおよび包装箱などに表示されている型 
名の最後にあるアルファベットは、製品の色を 
表す記号です。 

色は異なっても操作方法は同じです。 
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安全上のこ'注意 


安全上のご注意 

安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使い方をすると大変危険です。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のご注意」を必ずお守リください。 


絵表示の見かた 


△記号は「ご注意ください」 

という内容を表しています。 

A A 

局 温注意感電注意 

® 記号は「〜してはいけない」 

d) ㉚ 

という禁止の内容を表していま 

す。 

分解禁止ぬれ手禁止 

•記号は「必ずしてください」 
という強制内容を表しています。 

❿❶ 

電源プラグ必ずする 
を コンセン 
卜から抜く 


「警告」と「注意」の見かた 

間違った使い方をしたときに生じることが想定される 
危険度や損害の程度によって、「警告」と「注意」に 
区分して説明しています。 


誤った使い方をすると、火災•感 
電などによリ死亡または重傷を負 
う可能性が想定される内容です。 

/ j \ 

誤った使い方をすると、けがをし 
たり周辺の家財に損害を与える可 
能性が想定される内容です。 


▲警告 


故障したまま使用しない、異常が起きたら 
すぐに電源プラグを抜く 


• 煙が出ている、変なにおいや音がする 
W -) • 本機を落としてしまった 

• 本機内部に水や金属が入ってしまった 
このような異常状態のまま使用すると、火災- 
感電の原因となリます。 

すぐに電源プラグを コンセン トから抜いて販 
売店に修理 • 点検を依頼してください。 


カバーははずさない、分解、改造しない 


分解禁止 


火災•感電の原因となリます。 

内部の点検 • 整備 • 修理は販売店に依頼して 
ください。 


接続、設置に関するご注意 


■通風孔をふさがない、放熱を妨げない 

0 本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケース 
の上部や底部などに通風孔があけてありま 
す。通風孔をふさぐと内部に熱がこもリ、火 
^ 災ややけどの原因となることがあります。 

• 押し入れや本箱など通気性の悪い狭い所に 
設置して使用しない 

(天面、横から 20 cm 以上、背面から 10 cm 
以上のスペースをあける） 

• 逆さまや横倒しにして使用しない 


0 -布やテーブルクロスをかけない 

• じゆうたんやふとんの上に置いて使用しな 


■水蒸気や水のかかる所に置かない、本機の上に液体の 
入った容器を置かない 



水濡れ禁止 


本機に水滴や液体が入った場合、火災感電の 
原因となります。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しない 
• 調理台や加湿器のそばには置かない 
• 雨や雪などがかかるところで使用しない 
• 本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろう 
そくなどを置かない 


電源コード • 電源プラグに関するご注意 


■電源コードを傷つけない 

0 -電源コードの上に重い物をのせたり、電源 

コードが本機の下敷にならないようにする 
• 傷つけたリ、加工したリしない 
^ • 無理にねじったリ、引っ張ったリしない 

• 熱器具などに近づけない、加熱しない 
電源コードが傷んだら（芯線の露出•断線な 
ど）販売店に交換をご依頼ください。 

そのまま使用すると火災 • 感電の原因となり 
ます。 
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安全上のご注意-つづき 


▲警告 


■電源プラグは定期的に掃除する 


❶ 

必ずする 


電源ブラグにほこリなどがたまっていると、 
火災の原因となります。 

電源プラグを抜いて、乾いた布でほこりを取 
リ除いてください。 


使用上のこ'注意 


■本機内部に金属、燃えやすいものなど異物を入れない 

0 火災•感電の原因となリます。特に小さなお 
子様のいるご家庭ではご注意ください。 

• 本機の通風孔から異物を入れない 
• 本機の上に通風孔に入りそうな小さな金属 
物を置かない 


電池に関するこ'注意 


■乾電池を充電しない、加熱•分解しない、火や水の中 
に入れない 




電池の破裂、液もれにより、火災•けがや周 
囲を汚損する原因となることがあリます。 

• 指定以外の電池は使用しない 
• 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない 
• 電池を使い切ったときや長時間リモコンを 
使用しないときは電池を取り出す 
• コインやネックレスなどの金属物と一緒に 


保管しない 

極性表示（プラス十とマイナスーの向き) 
に注意し、表示通りに入れる 


■長時間音がひずんだ状態で使わない 

0 アンプ、スピーカーなどが発熱し、火災の原 
因となることがあります。 


■電池から漏れ出た液にはさわらない 

万一、液が目や口に入ったリ皮膚に付いた場 
合は、すぐにきれいな水で充分洗い流し、医 
師にご相談ください。 

接触禁止 



■雷が鳴りだしたら本機、接続機器、接続コード、電源 
プラグに触れない 


⑧ 

接触禁止 


感電の原因となリます。 


▲注意 


接続、設置に関するご注意 


■不安定な場所や振動する場所には設置しない 

0 強度の足リないぐらついた台や振動する場所 
に置かないでください。 

本機が落下したり倒れたりして、けがの原因 
となることがあリます。 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたリ 
引っかかったりして、落下や転倒など事故の 
原因となることがあります。 


電源コード • 電源プラグに関するご注意 

■表示された電源電圧（交流10 0ボルト）で使用する 


〇 

必ずする 


本機を使用できるのは日本国内のみです。 
表示された電源電圧以外で使用すると、火災* 
感電の原因となリます。 


■電源コードを束ねた状態で使用しない 


発熱し、火災の原因となることがあリます。 



■電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない 

0 コードが傷つき、火災や感電の原因となるこ 
とがあります。 

プラグを持って抜いてください。 


■長期間使用しないときは電源プラグをコンセントか 
ら抜く 


電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


絶縁劣化やろう電などにより、火災の原因と 
なることがあります。 


■電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込む 

0 差し込みが不完全のまま使用すると、感電、発 
熱による火災の原因となります。 

ブラグが簡単に抜けてしまうようなコンセン 
^ 卜は使用しないでください。 
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安全上のご注意-つづき 



■ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない 

感電の原因となることがあリます。 


■お手入れの際は電源プラグを抜く 

お手入れの際は、安全のため電源ブラグをコ 
fr - i ンセントから抜いてから行なってください。 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


使用上のご注意 


■通風孔の温度上昇に注意 

A 本機通風孔付近は放熱のため高温になること 
があります。 

電源が入っているときや、電源を切った後し 
ばらくは通風孔付近にご注意ください。 

■音量を上げすぎない 

0 突然大きな音が出てスピーカーやへ ッ ドホン 
を破損したり、聴力障害などの原因となるこ 
とがあります。 


■長時間大きな音でへッドホンを使用しない 

聴力に悪い影響を与えることがあります。 

禁止 


移動時のご注意 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずす 

コードが傷つき火災や感電の原因になリま 
©す。 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 

■本機の上にものを乗せたまま移動しない 

0 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しない 
でください。 

落下や転倒してけがの原因になリます。 

禁止 


■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃除をお勧めします。 

本機の内部にほこりのたまったまま使用していると火災や故障の原因となることがあります。 

特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。内部清掃については、販売店にご相談ください。 


■ 本機のお手入れについて 

• 表面の汚れは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、固く絞って拭き取ったあと乾いた布で拭いてください。化 
学ぞうきんなどお使いになる場合は、それに添付の注意書きなどに従ってください。 

• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装が落ちたり変形することがあリ 
ます。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣り近所への配慮を十分にしましよう。特に静かな夜間には窓を閉めたり、 
へッ ドホンを ご 使用になるのも一 つの 方法です。 

お互いに心を配リ、快い生活環境を守リましよう。 
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本機の特長 


■オンキヨー独自開発のデジタルアンプ技術 
rVLdigitalj を搭載した、薄型ステレオプリメイ 
ンアンプ 

■大容量コンデンサー、銅バスプレートなどオー 
ディオクオリティを追究した厳選された/ \°ーツ群 

■ L / R チヤンネルそれぞれにトランスを使用、 L / R の 
電源を分離することで相互の干渉を防ぎ、さらな 
る音質向上 

■ VLSC 搭載 （ PCM 音声信号に対応） 

■ハイグレード 24 bit /192 kHzD / A コンバーター採用 


■バナナプラグ対応大型スピーカー端子装備 

■インレットタイプ（着脱式）極太電源コード 

■オンキヨー製他機器も操作可能なシステムリモコ 
ン付属 

■オンキヨー製 RI ドックとの接続に対応 

■フォノイコライザー搭載 （ MM 型/ MC 型カート 
リッジ レコー ドプレーヤー対応） 

*VLSC (VectorLinear Shaping Circuitry ) は、オンキ 
ヨー株式会社の登録商標です。 


目次 
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使用の前に 


本機を使用する前に確認していただきたいことや、知っておいていただきたい情報を説明します。 

付属品の確認 


パッケージを開梱したら、付属品が揃っていることを確認してください。 


•リモコン ( RC -751 S ) ..... 1個 
•単3型乾電池 （ R 6) ........ 2本 



參電源コード (2 m ) ........... 1本 



參取扱説明書（本書） ......... 1冊 

•保証書 . 1部 

參ューザー登録カード ........... 1枚 

•オンキヨーご相談窓口 • 

修理窓口のご案内 . 1枚 


各部の名称 

本体前面 



① POWER スイッチ 

本機の電源をオン/オフします。 


® BALANCE 調節つまみ 

音声の左右のパランスを調節します。 


® POWER インジケーター 

電源オン時に点灯します。 


® MimNG インジケーター 

ミュート（消音）中に点灯します。 


③ 入力切換つまみ 

再生する機器を選択します。 

④ LOCKED インジケーター 

DIGITAL 1 ( COAXIAL ) または D 「 GITAL 2 

( OPTICAL ) に接続した機器からの音声信号の入 
力時に点灯します。 

® SPEAKERS つまみ 

出力するスピーカーを A 、 B 、 A + B 、 OFF から 選 
択します。 

⑥ BASS 調節つまみ 

低音 ( BASS ) の音量を調節します。 

® TREBLE 調節つまみ 

高音 （ TREBLE ) の音量を調節します。 


⑩ VOLUME つまみ 

音量を調節します。 

⑪ DIRECT インジケーター 

ダイレクト出力時に点灯します。 

® DIRECT スイッチ 

入力される音声信号をダイレクトに出力するか、 

本機で BASS 、 TREBLE 、 BALANCE を調節して出力 
するかを選択できます。 

⑬リモコン受光部 

⑭ PHONES 端子 

標準プラグのステレオへッドホンを接続できま 
す。 
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使用の前に-つづき 


本体背面 


①②③④⑤ ©⑦ ®® ⑩ ⑪ @ 



@ 


① GND 端子 

レコードプレーヤーと接続する場合に、レコー 
ドブレーヤーのアース線を接続します。 

® PHONO ( MM / MC ) 端子 

レコードブレーヤーの音声出力端子と接続しま 
す。 

® CD 端子 

CD プレーヤーの音声出力端子と接続します。 

④ TUNER 端子 

チューナーの音声出力端子と接続します。 

® TAPE IN / OUT 端子 

テープデッキや MD レコーダーなどの録音機器 
を接続します。 

® DOCK 端子 

iPod 用オンキヨー RI ドックを接続します。 

⑦ RI REMOTE CONTROL 端子 

A I 端子付きのオンキヨー製品 （ RI ドックや 
チューナー）と接続し、連動させるための端子 
です。 

□ メモ 


Rln - ドを接続しただけでは、接続した機器と連動できません。 
必ずオーディオ用ビンコードでも接続してください。 


® AUDIO INPUT DIGITAL 1 COAXIAL 端子 

デジタル音声の入力端子です。デジタル再生機 
器を接続します。 

® AUDIO INPUT DIGITAL 2 OPTICAL 端子 

デジタル音声の入力端子です。デジタル再生機 
器を接続します。 

⑭ SPEAKERS A 端子 

スピーカー A を接続します。 

⑪ SPEAKERS B 端子 

スピーカー B を接続します。 

® AC INLET 

付属の電源コードを接続します。 

® MM / MC 切換スイッチ 

レコードブレーヤーの力ートリッジの形式 
( MM 型 ^ MC 型 d ) に合わせて切リ換えます。 

!こ'注意 


PHONO 端子にはレコードプレーヤー以外の機器を接続しないで 
ください。 

PHONO 端子にレコードブレーヤーを接続するときは、端子に差 
し込まれているシヨートビンを外してください。 

高出力 MC 力ートリツジを使用するときは、 MM 型に切り換えて 
<ださい。 


7 























































使用の前に-つづき 


DOCK 

(=1_接続したオンキヨー製 RI ドックに搭載した iPod 
を操作できます。 

① MODE ボタン （*) 

登載機器の曲情報をモニタに表示できます。 
(2009 年4月現在、本機能の対応機種は未定で 
す。） 

© DISPLAY ボタン （*) 

iPod のバックライトを点灯させます。 

(D PLAYLIST ボタン 

再生するプレイリストを切り換えます。 

④ MENU ボタン （*) 

iPod のメニューで、 1 つ前の画面に戻ります。 

® ►ボタン 

▲▼を押すと、 iPod の曲の選択や iPod のメニュー 
操作ができます。 

_►を押すと、 iPod で TRACKUP/DOWN が行え 
ます。長押しすると、早戻し/早送りができま 
す。 

© SELECT ボタン 

iPod のメニューを選択します。 

プレイ/ポーズ 

⑦ ►/__ ボタン 

iPod の再生/—時停止を操作できます。 

® ALBUM ボタン 

再生するアルバムを切リ換えます。 

® SHUFFLE ボタン 

シャッフルモードを切リ換えます。 

® REPEAT ボタン （*) 

リピートモードを切り換えます。 

D メモ 


• * この記号が付いた機能は、第 3 世代 iPod では使用できません。 

• iPod は、米国およびその他の国々で登録された Apple Inc . の商標 
または登録商標です。 

• 詳しくは、 RI ドックの取扱説明書を参照してください。 

チューナ-- 

TUNER 

f=» I接続したオンキヨー製チューナーを操作できま 
す。 

® BAND ボタン 

受信するパンド (FM/AM) を切り換えます。 

® MODE ボタン 

FM 放送受信時に受信モードを切り換えます。 

© PRESET ボタン 

プリセットした放送局を選択します。 


リモコン 


②- 

①- 


MODE DISPLAY 

aiiaimr 

SELECT PLAYLIST 

D. 



O 

iHUFFLE REPEAT N. 


SHUFFLE 

TUNER 


BAND MODE PRESET 



③⑥ ® ⑭ ⑬⑭⑯ ® ⑲⑲ @ 
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使用の前に-つづき 


CD 

オンキヨー製 CD プレーヤーを操作できます。 
リモコンを CD プレーヤーに向けて操作してくだ 
さい。 

⑭ H ボタン 

再生を一時停止します。 

⑮ K ◄ボタン 

再生中の曲を頭出しします。 

⑯ボタン 
再生します。 

⑰ボタン 

次の曲を頭出しします。 

⑱◄◄ボタン 
早戻しします。 

⑱ ■ボタン 

再生を停止します。 

㉘ ►►ボタン 

早送りします。 

本機 

® VOLUME ボタン 

音量を調整します。 

© MUTING ボタン 

音声を一時的に最小にします。もう一度押すと、 
元の音量に戻リます。 

リモコンの準備 

1 ツメを矢印方向に押して持ち上げ、カバーをは 
ずします。 



〇カバーを閉めます。 


リモコン操作の反応が悪くなったら、2本とも新し 
い乾電池（単3形）と交換してください。 

• 電池の極性（ ㊉、㊀）は、表示通リ正しく入れてく 
ださい。 

• 種類の異なる電池の使用や、新しい電池と古い電 
池の混用は避けてください。 

• 長期間リモコンを使用しないときは、電池の液も 
れを防ぐため、電池を取リ出しておいてくださ 
い0 

正しく操作するには 

本体の受光部に向けて、図の範囲内で操作してくだ 
さい0 



リモコン受光部に直射日光やインバーター蛍光灯 
などの強い光を当てないでください。 

赤外線を発射する機器の近くで使用したり、他の 
リモコンを併用すると誤動作の原因となリます。 
オーデイオラックのドアに色付きガラスを使って 
いると、リモコンが正常に機能しないことがあリ 
ます 

リモコンとリモコン受光部の間に障害物がある 
と、操作できません。 

リモコンの上に本などの物を置かないでくださ 
い。ボタンが押し続けられた状態になり、電池が 
消耗してしまうことがあリます。 



2 中の極性表示にしたがって、付属の電池2個を 
プラス®、マイナス ㊀ を間違えないように入れ 
ます。 






他の機器との接続 


再生機器や録音機器などと接続します。接続方法にはアナログとデジタルの2種類があります。お楽しみいただく 
音声の種類に合わせて接続方法を選択してください。 


!こ'注意 


!ご注意 


振動する場所には設置しないでください。 

コードの接続に関するこ'注意 


オーディオ用ピンコードの接続 

• コネクターの色と音声の左右チャンネルに注意し 
て接続してください。 

白色:左 ( L ) 白色:左 ( L ) 

赤色:右 ( R ) 赤色:右 ( R ) 

• プラグは根本までしっかり差し込んでください。 
差し込みが不十分だと、ノイズや動作不良の原因 
になります。 


差し込み不完全 


1 nuiu 



U 

lMM\= 


I 奥まで差し込んでください 

• オーディオ用ビンコードを電源コードやスピー 
力ーコードと一緒に束ねないでください。音質悪 
化の原因になります。 

デジタル接続 


デジタル音声の入力端子は 「OPTICAL」 と 

「COAXIAL」 の2種類があります。接続する機器に応 
じた端子と接続コードを使用してください。 

スピーカーの 接続 


1 スピーカーコードの被覆を 15 mm 切り取り、露 
出させたしん線をしっかりよじります。 



2 スピーカー端子のねじをゆるめてしん線を差し 
込み、ねじを締めます。 



• しん線が本機背面のパネルなどの金属部分に触れないよう注意 
してください。 

• Y プラグは接続できません。 

□ メモ 


バナナプラグタイプのスピーカーコードも接続できます。スピー 
カー端子のネジを締め、バナナプラグを差し込んでください。 

=P) ) 


3 図のようにスピーカーを接続します。スピー 
力一側のプラス©と本機側のブラス©、スピー 
力一側のマイナス0と本機側のマイナス0とを 
接続します。 



□ メモ 


本機には2セツトのスピーカーを接続できます。音楽を鑑賞すると 
きに、どちらのスピーカーから音を出すか選択できます。また、両 
方のスピーカーから音を出すこともできます。 

• スピーカ ー A または B 端子の一方だけに接続する場合は、イン 
ピーダンスが2〜 16 Q のスピーカーを使用してください。 

• スピーカ ー A と B 端子の両方に接続する場合は、インピーダンス 
が4〜 16 Q のスピーカーを使用してください。 4 Q 未満のスピー 
カーを接続すると、保護回路が働く場合があります。 
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他の機器との接続-つづき 


!ご注意 


コードのプラス®/マイナス©、スピーカーの左右に注意して 
接続してください。間違った接続をすると、音が不自然になリ 
ます。 

1つのスピーカー端子に複数のスピーカーコードを接続しないで 
ください。故障の原因になります。 

1台のスピーカーだけを使用する場合やモノラル音声を再生する 
場合に、1台のスピーカーを左右スピーカー端子に並列接続しな 
いでください。 




^危険 


スピーカーコードのしん線のプラスとマイナスを絶対に接触させな 
いでください。回路が故障します。 



オーディオ機器の接続 


レコードプレーヤー 


本機の電源をオフにします。 


2 レコー ド プレーヤー の カートリツジ 形式に合わ 
せて、本機背面の MM / MC 切換スイッチで MM / 
MC を切り換えます。 



!ご注意 


MM / MC の切リ換えは、必ず本機の電源がオフの状態で行つてくだ 
さい 0 


PHONO 端子に差し込まれている シヨー トピン 
を外します。 



!こ、 注意 


レコードプレーヤーにアース線がある場合は、本機の GND 端子に接 
続してください。ただし、レコードプレーヤーによってはアース線 
を接続することでノイズが大きくなることがありますので、その場 
合はアース線を接続しないでください。 
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他の機器との接続-つづき 


スーパーオーディオ CD プレーヤー 、 CD 
プレーヤー 

CD プレーヤーの音声出力端子と本機の CD 端子を接 
続します。 

A -5 VL 


FM / AM チューナー 

FM/AM チューナーの音声出力端子と本機の TUNER 
端子を接続します。 

A I端子を持つオンキヨー製 FM/AM チューナーと接 
続できます。接続したチューナーを本機のリモコン 
•7? 操作でき丰オ 

コードで、本機の端子とチューナーの端子 
を接続します。 

本機の音声入力端子とチューナーの音声出力端子を 
接続します。 

A -5 VL 



ご注意 


接続するときは、必ずオーディオ用ピンコードも接続して 
ください。 Rl = i - ドを接続しただけでは、本機のリモコンで 
チューナーを操作できません。 

只_接続した場合、チューナーのタイマー機能は使用できませ 
ん〇 


〇〇 


0000 

1 1 

〇〇〇 
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他の機器との接続-つづき 


テープデッキ、 MD レコーダー ■ 

テープデッキ、 MD レコーダーの音声出力端子 

(PLAY ) と本機の TAPE IN 端子を接続します。 
テープデッキ、 MD レコーダーの音声入力端子 

(REC ) と本機の TAPE OUT 端子を接続します。 


A -5 VL 



RI ドック 

オンキヨー製 RI ドックを接続できます。 

1 RI ドックの AUDIOOUT 端子と、本機の DOCK 端 
子を接続します。 RI ドックと本機の (=11 端子を 
RI ケーブルで接続します。 



2 


(イラストはオンキヨー製 RI ドック DS-A1X との 
接続例） 

RI ドックの FJI MODE 切換スイッチを 「 HDD 」 
または 「 HDD / DOCK 」 にします。 

本機の入力切換つまみを 「 DOCK 」 にします。 


D メモ 

RI ドックの取扱説明書も参照してください。 
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他の機器との接続-つづき 


デジタル再生機器 ( OPTICAL ) 

市販の光デジタルケーブノレで接続します。 


□ メモ 


• 本機のデジタル入力は、 16/24 bit 、32/44.1/48/96 kHz の PCM 信 
号に対応しています。 

• 対応していない信号を入力した場合、ノイズが発生する可能性 
があります。 

• 対応していない信号を検出すると、本機の LOCKED インジケー 
• DTS - Cl 5 のデジタ^音声信号は入力しないでください。 



!こ'注意 


光デジタルケーブルはまっすぐに抜き差しください。斜めにして抜 
き差しすると、 OPTICAL 端子のとびらが破損するおそれがあります。 


デジタル再生機器 ( COAXIAL ) 

市販の同軸デジタルケーブノレで接続します。 


□ メモ 


• 本機のデジタル入力は、 16/24 bit 、32/44_ l /48/96 kHz の PCM 信 
号に対応しています。 

• 対応していない信号を入力した場合、ノイズが発生する可能性 
があります。 

• 対応していない信号を検出すると、本機の LOCKED インジケー 
• DTS - Cl 5 のデジタル音声信号は入力しないでください。 



電源 コー ドの接続 


!ご注意 


電源コードは、他の機器と本機の接続が完了してから接続して 
ください。 

電源コードの抜き差しは、本機の電源がオフの状態で行ってく 
ださい。 

他の機器と接続します。 (^ p .10) 


2 本機の電源がオフになっていることを確認しま 
す。 

3 付属の電源コードを本機の AC INLET に接続し 
ます。 


!こ、注意 


必ず付属の電源コードを使用してください。 

絶対に、先にコンセントに電源コードを差し込まないでくださ 
い。コンセントに接続した電源コードを本機に抜き差しすると、 
感電のおそれがあります。 


4 電源コードのプラグを家庭用電源コンセントに 
接続します。 



家庭用電源コンセント 


□ メモ 


本機では電源の極性が管理されています。より良い音でお楽しみい 
ただくためには、プラグの刃の印がある方がコンセントの溝が長い 
方の穴に差し込まれるようにして接続してください。 

コンセントの溝の長さが左右とも同じ場合は、どちらの向きで接続 
してもかまいません。 


!ご注意 


電源コードを外す場合は、必ず先にコンセントから電源コードを抜 
いてから、本機から電源コードを抜いてください。 
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音楽の鑑賞（本機の操作方法) 


1 本機に接続している機器の電源をオンにしま 
す。 


2 本機前面の POWER スイッチを押して電源を才 
ンにします。 

パワー 



ボリューム 

6 VOLUME つまみを回して音量を調節します。 

リモコンの VOUJME ボタンでも操作できます。 



□ メモ 


• 電気回路が安定するまで音声は出力されません。 

• 本機の電源をオンにしてから10〜30分ほど経過した方が、音質 
が安定します。 

3 入力切換つまみを回して、音声を再生する機器 
を選択します。 

選択した端子に接続している機器の音声が出力 
されます。 



スピーカーズ 

SPEAKERS つまみを回して、音声を出力するス 
ピーカーを 選択します。 



スピーカーズ 

OFF : SPEAKERS 端子に接続したスピーカーか 
らは音声を出力しません。 

スピーカーズ 

A : SPEAKERS 端子 A に接続したスピーカー 

から音声を出力します。 

スピーカーズ 

B : SPEAKERS 端子 B に接続したスピーカーか 

ら音声を出力します。 

スピーカーズ 

A + B : SPEAKERS 端子 A と B に接続したスピー 
カーから音声を出力します。 


□ メモ 


• リモコンの MUTING ボタンを押せば、音量を最小にできます。こ 
のとき、本機前面の MUTING インジケーターが点灯します。もう 
_度 MUTING ボタンを押せば、元の音量に戻ります。 

音量を調節したリ、本機の POWER スイッチを押したときも、 
ミュートは解除されます。 

•へッドホンで聴くときは、音量を小さくしてから本機前面の 

PHONES 端子にへッドホンのプラグを差し込みます。このとき、 
スピーカーからは音声が出力されなくなリます。 



P 手順3で選択した機器で再生を開始します。 
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音楽の鑑賞（本機の操作方法）-つづき 

音質と左右の音量バフンスの調節 録音 


1 本機前面の DIRECT スイツチを押してオフにし 
ます。 



ダイレクト パス トレプル 

DIRECT オフ：本機の BASS 調節つまみや TREBLE 

調節つまみ、 BALANCE 調節つま 
みで調節した音声を出力します。 

DIRECT オン： BXSS や TREBLE、BALANCE の音質 
調整回路を通らない、ダイレクト 
な音声を出力します。 


2 低音を調節するときは BASS 調節つまみを回し 
ます。 

高音を調節するときは TREBLE 調節つまみを回 
します。 

左右の スピーカーから 出力される音量のバラン 


スを調節するときは BALANCE 調節つまみを回 
します。 



□ メモ 


本機に再生機器と録音機器の両方を接続している場 
合の録音方法です。 

□ メモ 


BASS 、 TREBLE 、 BALANCE を手動で設定した音質は反映されません。 

!ご注意 


あなたが録音したものは、個人として楽しむほかは著作権法上、権 
利者に無断で使用できません。 


1本機前面の入力切換つまみを回して、音声を再 
生する機器を選択します。 




〇録音機器を録音待機状態にします。 


□ メモ 


詳しい操作方法は、録音機器の取扱説明書を参照してください。 

3 再生機器で再生を開始します。 

録音機器で録音を開始します。 

!ご注意 


録音中は本機の入力切換つまみを動かさないでください。途中で入 
力切換つまみを動かすと、新しく選択された機器からの音声が録音 
されてしまいます。 


• BASS 調節つまみと TREBLE 調節つまみは、右に回すとその音域が 
強調されます。 

• BALANCE 調節つまみでは左右の音量差を調節できますが、つま 
みを左右どちらかに一杯まで回しても、そちらのスピーカーか 
ら出力される音量は小さくなるだけで0 (ゼロ）にはなリませ 

• 通常はつまみを中央の位置にして使用してください。 
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困ったときは 


下記の点を確認してください。本機に接続している機器が原因の場合もありますので、各機器の取扱説明書も参照 
して確認してください。 


!こ、 注意 


• 本機はマイクロコンピューターにより高度な機能を実現していますが、ごくまれに外部からの雑音や妨害ノイズ、また静電気の影響によって誤動 
作する場合があります。そのようなときは、本機の電源をオフにして約5秒待ち、再度オンにしてみてください。 

• 製品の故障により正常に録音できなかったことによって生じた損害 （ CD レンタル料等）については保証対象になりません。大事な録音をするとき 
は、あらかじめ正しく録音できることを確認の上、録音してください。 

電源 


症状 

対処 

参照ページ 

鼋源が入らない 

電源プラグがコンセントから抜けていないか確認してください。また、 
本機の AC INLET から電源コードが抜けていないか確認してください。 

— P .14 

一度電源プラグをコンセントから抜き、5秒、以上待ってから再度コンセン 
卜に差し込んでください。 


電源が切れ、 POWER インジケーターが点滅 
している 

保護回路が働いている可能性があります。電源コードをコンセントから抜 
き、お買い上げ店またはコールセンターにご連絡ください。 



音声 


症状 

対処 

参照ページ 

音声が出力されない 

接続コ ドのプラグは奥まで差し込んでください。 

— P .10 

接続した機器の入力端子/出力端子に間違いがないか確認してください。 


スピーカーコードの十/一は正しく接続されているか、スピーカーコード 
のしん線部が本機のスピーカー端子の金属部に確実に固定されているか確 
認してください。 

^ p .10 

入力機器が正しく選択されているか確認してください。 

^ p .15 

MUTING インジケーターが点灯している場合は、リモコンの MUTING ボ 
タンを押して解除してください。 

— p .15 

レコードプレーヤーのタイプに応じて、 MM / MC を切り換えてください。 

^ p .11 

ケーブルが折れ曲がつたり、損傷したりしていないか確認してください。 


デジタル接続されている機器の音声が出力 
されない 

デジタル音声信号のフォーマットが対応しているか確認してください。 

^ p .14 

ノイズが出る 

音質劣^:の原因となりますので、オーディオ用ビンコードと電源コードな 
どを束ねないでください。 


接続コードが他機器の影響を受けている可能性があリます。接続コードの 
位置を変えてみてください。 



リモコン 


症状 

対処 

参照ページ 

リモコン操作ができない 

電池の極性（十/一）が正しいか確認してください。 

p .9 

電池を2本とも新品に交換してみてください。 

— p .9 

リモコンと本体の間が離れすぎていませんか？リモコンと本体の間に障害 
物がありませんか？ 

-> p .9 

本体のリモコン受光部に強い光（インパータ蛍光灯や直射日光）が当たっ 
ていませんか？ 

p .9 

オーディオラックのドアが色付きガラスだったリ、装飾フィルムを貼られ 
ていたりすると、正常に機能しないことがあリます。 

p .9 


録音 


症状 

対処 

参照ページ 

録音できない 

録音機器側でデジタルやアナログなどの入力切換が正しくできているか確 
認してください。 
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付録 


仕様 


電源 • 電圧 
消費電力 
最大外形寸法 
質量 

定格出力 

実用最大出力 
全高調波歪率 
ダンピングファクター 
入力感度/インピーダンス 

出力電圧/インピーダンス 
PHONO 最大許容入力 


: AGOOV' 50/60HZ 
: 170W 

:435 ( 幅） X80 (高さ） X340 澳行） mm 
: 10.2kg 

: 100W+100W (2QlkHz、 全高調波歪率0.8%以下、 2ch 駆動時、 JEITA) 
80W + 80W (401kHz、 全高調波歪率0.8%以下、 2ch 駆動時、 JEITA) 

: 130W+130W (2Q1kHz、2ch 駆動時、 JEITA) 

: 0.08% (1kHz、1W 出力時） 

: 60 (Front、1kHz、8Q) 

: 200mV/33kQ (LINE) 

2.4mV/47kQ (PHONO MM) 

: 200mV/2.2kQ (REC OUT) 

：60mV (MM 1 kHz 0.5%) 

6.0mV (MCIkHz0.5%) 


周波数特性 ：5Hz 〜 60kHz/+ldB —3dB (LINE) 

卜ー ン コントロール最大変化量 ： +14dB、-14dB、100Hz (BASS) 

+12dB、-12dB、10kHz (TREBLE) 


+0dB s -12dB (BALANCE) 


SN 比 


: lOOdB (LINE、IHF-A) 


65dB (PHONO、IHF-A) 
スピーカー適応インピーダンス ：2Q 〜 16Q 
音声入力（デジタル） ： OPTICAL/C 〇 AXIAL 

音声入力（アナログ） : PHONO/CD/TUNER/TAPE/DOCK 

音声出力（アナログ） ： TAPE 

へッドホン :1 


ブロック図 
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修理について 


保証書 


この製品には保証書を別途添付していますので、お 
買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、 
大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

調子が悪いときは 


意外な操作ミスが故障と思われています。 

この取扱説明書をもう一度よくお読みいただき、お 
調べください。本機以外の原因も考えられます。ご 
使用の他のオーディオ製品もあわせてお調べくださ 
い。それでもなお異常のあるときは、電源プラグを 
抜いて修理を依頼してください。 

イ聲理を依頼されるときは、下の事項をお買い上げの 
販売店、または付属の「オンキヨーご相談窓口 •修 
理窓口のご案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓 
口までお知らせください。 

•お名前 
•お電話番号 
•ご住所 
•製品名 

•できるだけ詳しい故障状況 

オンキヨー修理窓口について 


詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口•修理窓口の 
ご案内」をご覧ください。 


保証期間中の修理は 


万一、故障や異常が生じたときは、商品と保証書を 
ご持参ご提示のうえ、お買い上げの販売店またはお 
近くのオンキヨー彳 f 理窓口へご相談ください。詳細 
は保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 


お買い上げ店、またはお近くのオンキヨー彳咳理窓口 
へご相談ください。修理によって機能が維持できる 
場合はお客様のご要望により有料彳_理致します。 

補修用性能部品の保有期間につい 
て 


本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後最低8年 
間保有しています。この期間は経済産業省の指導に 
よるものです。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必 
要な部品です。保有期間経過後でも、故障箇所に 
よっては修理可能の場合がありますのでお買い上げ 
店、またはお近くのオンキヨー修理窓口へご相談く 
ださい。 
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ONKYO 

オンキヨーサウンド & ビジョン株式会社 

〒 572-8540 大阪府寝屋川市日新町 2-1 


製品のご使用方法についてのお問い合わせ先： 

オンキヨーオーディオコールセンター 
〇 050-3161 -9555 (受付時間10： 00〜 18:00) 

(土•日•祝日•弊社の定める休業日を除きます） 

サービスとサボートのご案内： http://www.jp.onkyo.com/support/ 
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